


 本日の内容 
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１ 統計センターの紹介 
 
２ 業務の高度化・効率化に向けた取組 
 
３ 国民向け統計サービスの展開 
 
４ 未来への挑戦 
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１ 統計センターの紹介 
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２ 業務の高度化・効率化に向けた取組 
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３ 国民向け統計サービスの展開 
 



 統計データの有効活用の推進 
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2007年 統計法の改正 
   「社会の情報基盤」としての公的統計 

匿名データ オーダーメード集計 

学術研究や高等教育の分野において 
公的統計の活用を図るための新たな枠組み 

多変量解析を始めとする 
統計的分析が可能に 

 
統計センターで 

年間約180ファイルを提供 

希望する様式での統計表が 
入手可能に 

 
統計センターで 

年間約１００表作成 
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４ 未来への挑戦 



 未来への挑戦：統計の専門機関として  
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○データに基づく予測や意思決定の重要性、 
 データリテラシーの必要性 
 ⇒社会における統計センターの責任はますます重く 
  
○統計の専門家集団として、今後も、役に立つデータや 
 情報を作成し、その適切な利用を促進 
  
○統計センターが、様々なデータや情報に関するコミュ 
 ニティーにおいて中核的な役割 
 ⇒・統計データの持つ価値の向上・最大限発揮 
  ・日本全体、そして世界において、「データによる 
   よりよき社会」が実現するよう貢献 




